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１．研究計画の概要 
 本研究は、書き言葉に対し話し言葉にはど
のような特有の現象があるかを解明するこ
とを目指し、その一つの現象である助詞が発
話の冒頭に現れる現象の解明を目的とする。
中心的にとりあげるのは、日本語の提題助詞
が、名詞句に後続するのではなく、いわば「裸
の」形で発話の冒頭に現れる現象で、この現
象は特定の地域、世代に限定されることなく
広く分布しており、今進行しつつある言語変
化の一つと捉えることができる。 
 本研究の計画は、大きく、基礎資料の作成
と理論言語学的分析の二つに分かれる。本研
究が扱うのは、話し言葉特有の現象で、しか
も、これまでほとんど注目されてこなかった
ものなので、まず、できるだけ多くの自然会
話を収集し、発話の冒頭に出現する提題助詞
や取り立て助詞のデータを蓄積する必要が
ある。次に、これらの助詞が先行談話のどの
ような情報内容に照応しているのか、という
観点から、集めたデータを分析する。以上が
基礎資料の作成である。 
 つぎに、基礎資料をもとに、理論言語学的
分析を行うが、統語論的側面と談話意味論的
側面がある。前者については、発話冒頭に出
現する提題助詞および取り立て助詞の従来
の用法との関係と、発話の冒頭に残存する助
詞の生成過程を明らかにすることが中心に
なる。後者については、動的意味理論の一つ
で あ る 分 節 談 話 表 示 理 論 （ Segmented 
Discourse Representation Theory, 以 降
SDRTと略す）を用いて、発話冒頭の助詞の照
応関係と談話機能を明らかにすることが中
心になる。以上が理論言語学的分析である。

 
２．研究の進捗状況 
(1)基礎資料の作成 
 本研究の対象は話し言葉特有の現象とい
うことから、自然会話を収集し、発話の冒頭
に出現する提題助詞や取り立て助詞のデー
タを蓄積する必要があった。テレビの対談番
組を録画したものを書き起こすという作業
と、自然会話を収録したものを書き起こすと
いう作業を中心におこなった。事前の調査に
より、比較的あらたまった場面に現れやすい
ことがわかっていたので、友達同士の会話に
加え、インタビュー形式の会話も収集した。
インタビューに関しては、インタビュアーが
学生の場合と、教師の場合の両方を行い、比
較できるようにした。 
 さらに、国立国語研究所による「日本語話
し言葉コーパス」について、全発話がどのよ
うな品詞によって始められているか検索で
きるようにし、助詞から始まる全発話をリス
ト化した。 
 テレビのインタビュー番組の書き起こし
と、自由会話、インタビュー会話の書き起こ
しを整理し、ホームページに公開する準備を
行った。国立国語研究所による「日本語話し
言葉コーパス」についても、全発話がどのよ
うな品詞によって始められているか検索で
きるようにし、助詞から始まる全発話をリス
ト化し、ホームページに公開する準備を行っ
た。 
(2) 理論言語学的分析 
 理論言語学的分析は、統語論的分析と談話
意味論的分析に分けられる。前者については、
海外研究協力者の吉田方哉氏と 2008年度（米
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国）、2009 年度（国内）、2010 年度（国内）
で、それぞれ、打ち合わせを行い、発話冒頭
に現れる「は」を含む構文がどのように派生
されるかに関する統語的分析の可能性とそ
の検証方法について議論した。 
 後者については、研究分担者の白井英俊氏
（中京大学）が中心に行い、発話の冒頭で助
詞だけが残るという現象を、ゼロ照応の一つ
の用法と見なし、実際にゼロ照応ではどのよ
うなものが先行詞となるか、また先行詞とゼ
ロ照応との距離はどのようなものであるか
を考察している。また、助詞だけが残る現象
が子どもや若者の言葉に多いという仮説の
元で、子どもと大人向けの談話を比較してそ
の特徴を調べている。書き言葉資料と話し言
葉資料の談話関係のタグ付けをするという
作業がある程度完了している。 
 なお、当初の予定よりも、海外研究協力者
の招聘のための旅費の支出が抑えられ、また、
HP を立ち上げ、研究成果を公開する準備をし
ている。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 自然会話データとテレビ番組データ、話し
言葉コーパスデータから、該当の言語現象の
抽出が終わり、最終年度の公開に向けて準備
が整いつつある。 
 収集されたデータの分析に基づき、大学紀
要、講演、学会発表を行い、一部成果を公開
している。 
４．今後の研究の推進方策 
 本年度は、本科研最終年度でもあるので、
これまでの研究成果を公開する準備を行う
のが主たる活動である。まず、昨年度までに
作成した基礎資料を整備し、ホームページ上
に公開する準備、また、理論言語学的分析の
結果を公表するための準備を行う。研究代表
者は、２１年度までに作成した基礎資料（自
然会話資料、TV対談番組資料、話しことばコ
ーパス資料）をまとめ、今年度中に基礎資料
を HP 上に公開する。次に、その資料をベー
スに、統語論的研究成果の公表について打ち
合わせるために、海外研究協力者であるノー
スウェスタン大学（米国・イリノイ州・エバ
ンストン市）の吉田方哉氏のところに出張す
る。また、昨年度末に、研究成果の一部を第
７回日本語実用言語学会で発表したが、その
発表内容が Journal of Japanese Linguistics
の特別号として編集されることになったの
で、そこに投稿する論文を作成する。研究分
担者は、前年度に引き続き、談話意味論的分
析を行い。本年度後半には、統語論的研究と
談話意味論的分析の研究成果を公開する。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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